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やまがた市民福祉会 梅津隆夫氏

管理職養成学校の学びで、社会福祉の役割、財務管理の視点、管理職としての心構えなど幅広く学ぶ
ことができた。管理職は自分の思い描く社会福祉を実現できる立場であると同時に、厳しい批判にさ
らされることがある。そんなときに、この養成学校でつけた忍耐力が力になる。受講中は、３週間の
入院が余儀なくされたが、ゼミの仲間や同期の仲間が声をかけてくれた。一人では乗り越えることが
できなかっただろうと思う。みんなで支えあって励ましあって、愚痴を言い合って、学校を乗り越え
てほしいとのプレゼンテーションでした。

管理と経営は似ているようで違うことを意識してほしい。
「管理」は、本来やるべきことをおこなうこと、事故を起
こさず、安定的に事業を運営することであるが、「経営」
は財務や人事、法人の方向性を考えないといけない。方向
性のない「経営」はあり得ない、という強い言葉と、管
理職や経営職は日々の仕事の中で「ゆらぎ」が出てくると
思うが、学校で学びあうことを活かしてほしい、卒業した
あとにはぜひ一緒にビールを飲みましょう！とお話いただ
きました。

今回のMVP

権利としての社会福祉を守る全国の社会福祉法人のみなさん！ 分野と地域をこえて手をつなぎましょう！

【開校式のねらい】 

① 管理職養成学校発祥の経緯や意義を理解することにより、受講生の学習意欲を高める
②受講生の緊張や不安を緩和し、さらに仲間意識や連帯感を高める機会とする
③管理職養成学校について、受講生・当該施設(法人)の双方に説明することで、本学校の目的や学
習方法等の共有化をはかる

管理と経営は似ているようで違うことを意識してほしい。「管理」は、
本来やるべきことをおこなうこと、事故を起こさず、安定的に事業を
運営することであるが、「経営」は財務や人事、法人の方向性を考え
ないといけない。方向性のない「経営」はあり得ない、という強い言
葉と、管理職や経営職は日々の仕事の中で「ゆらぎ」が出てくると思
うが、学校で学びあうことを活かしてほしい、卒業したあとにはぜひ
一緒にビールを飲みましょう！とお話いただきました。

第一部 これが学びの集大成！卒業プレゼン

タイトルを入れる

～第５講座 「卒業発表・中長期事業計画」～
8月から始まった6か月間の学びの集大成。卒業発表プレゼンテーション

24名の受講生が、これまでの学びの集大成として職場でプロジェクトチームを結成し、第4講座で学んだ
SWOT分析・クロス分析・BSCを再考し、自法人・自施設の「中長期事業計画」を作成し発表しました。

5年に一度の予算理事会を想定して、いつものプレゼン時間より2分も長い5分という設定でしたが、
それぞれしっかりと自法人・自施設の中長期事業計画を考えて語る姿に、受講生皆さんの成長を感じました。
この中長期事業計画が今後それぞれの自法人・自施設で活かされることを期待しています。
卒業おめでとうございます。

1月29日（木）に2025年度社会福祉経営全国会議第5期管理職養成学校第5講座「卒業発表・修了式」が
開催されました。
この講座は3部構成（1部：卒業発表プレゼン、2部：ゼミ発表、3部：修了証書授与式）となっておりま

す。また、養成学校最終日ということで受講生を送り出し、職場等で支えていただいた法人の推薦者・サ
ポーターの皆さま、講師の先生方、来賓の方々にも多数参加をしていただきました。

本講座のねらいとしては以下の３点でした。
1 権利としての社会福祉の発展を目指す法人・施設として、地域の中で求められる役割を踏まえた中長期
事業計画を作成発表する。
2 中長期事業計画の作成にあたって、プロジェクトチームを組織し、意見を引き出す力、考えを表現する
力、意図を伝える力など、管理職として必要な資質を高める。
3 理事会での事業計画報告や予算の審議等、管理職に必要な発信力を高める。

事務局の舞台裏 社会福祉法人頓野児童福祉会 萩原 哲平

私は、理事長と事務長の強い勧めを受け、同友会時代の第6期管理職養成学校を受講しました。
第1講座を終えた時、「この半年間の航海を、私は本当にやり切れるのだろうか」と、不安で心
が折れそうになったことを今でも覚えています。それでもこの航海を乗り切ることができたの
は、数えきれない仲間と出会い、絆を育むことができたからだと思います。半年間の刺激や学
び、そして仲間との絆は、今も私にとって大切な宝物です。その後、全国会議管理職養成学校
第2期から事務局の一員として関わらせていただくことになりました。

毎年、新たな仲間との出会いと学びに立ち会いながら、舞台裏でこの航海を支える役割を担えることに、感謝の気持ち
を抱いています。事務局には、経験豊かで頼もしいメンバーが揃っています。その中で私は、受講生の皆さんが少し肩の
力を抜き、前に進めるような――そんな「心のオアシス」でありたいと思っています。

祝

第１部 「卒業発表」



第２部では、。

タイトルを入れる

～閉会の挨拶 黒川久美理事より ～

管理と経営は似ているようで違うことを意識してほしい。「管
理」は、本来やるべきことをおこなうこと、事故を起こさず、安
定的に事業を運営することであるが、「経営」は財務や人事、法

人の方向性を考えないといけない。方向性のない「経営」はあり
得ない、という強い言葉と、管理職や経営職は日々の仕事の中
で「ゆらぎ」が出てくると思うが、学校で学びあうことを活かし
てほしい、卒業したあとにはぜひ一緒にビールを飲みましょう！
とお話いただきました。

表面：汎用パターン

権利としての社会福祉を守る全国の社会福祉法人のみなさん！ 分野と地域をこえて手をつなぎましょう！

養成学校という名の「航海」に出発しました！

【開校式のねらい】 

① 管理職養成学校発祥の経緯や意義を理解することにより、受講生の学習意欲を高める
②受講生の緊張や不安を緩和し、さらに仲間意識や連帯感を高める機会とする
③管理職養成学校について、受講生・当該施設(法人)の双方に説明することで、本学校の目的や学
習方法等の共有化をはかる

名北福祉会 梶村智美氏
１つ目、講義を受けて福祉全体に視野がひろがった。難しい講義だったが、講義の後にゼミの仲間と復習したり、予習を
したことで学びが深まった。２つ目、人に助けを求めることの心地よさを感じることができた。頼ったり頼られることが
大切だと感じている。そして ３つ目は、ゼミでは力をもらった。同じ志をもった「なかま」と楽しみながらチャレン
ジをしていってほしい。学校生活に「いってらっしゃーい」と受講の先輩として温かい声をかけてくれました。

第４期卒業生による、プレゼンデモンストレーション～②

第2部のゼミ発表では、これまでの学びやつながり等について、ゼミごとに自由に表現して発表
します。一人ずつ想いを語ったり、ここまでの軌跡を動画でまとめたり、寸劇を通して伝えたり、
緻密に脚本を作成しドラマ仕立てにしたりと、創意工夫を凝らした発表となりました。

また、今期は特に「涙々あり、笑いあり」の発表となりました。この怒涛の半年間の濃密な歩み
を振り返る中で、時に悩み躓きながらもゼミメンバーで支えあい乗り越えてきた日々が鮮明に思い
出され、熱い想いが込み上げてきた感動的なゼミ発表でした。

まさに「学びの共同体」を具現化した集大成と呼ぶに相応しい内容であり、事務局一同も涙を堪
えることができないほどでした。

保育園の子どもたちにも、最初から期待いっぱいで話しかける子、様子を見てくる子と様々。受講する皆さ
んも、仲間と共に自分の未知、知らない部分に歩んでいくこと、自分の枠に入るだけではなく、その範囲を
広げてもらいたいと思う。１年後の自分の姿を想像してもらいたい。法人側としても、養成学校事務局から
電話をもらい、法人でのプレゼンの発表の機会を設けてもらえたらと助言をいただき、それを法人で実行し
ている。法人にとっても、そのプレゼンを通して議論を重ねていった経緯がある。そんな法人にとっても有
意義な学校となった。学校の仲間と共にいろんなことをチャレンジして学校生活をしてほしいとエールを
送っていただきました。

人間って本当にいいな、仲間って本当にいいな、という内容の開校式だった。そんなことを深まる学校生
活を送ってほしい、との言葉で開校式１部が締めくくられました。

4月24日（金）13：00～16：30 場所：大阪市天王寺区「たかつガーデン」

※ 感動の再会を心待ちにしましょう！。

＊＊お知らせ＊＊

第2部 「ゼミ発表」

名北福祉会 梶村智美氏
１つ目、講義を受けて福祉全体に視
野がひろがった。難しい講義だった
が、講義の後にゼミの仲間と復習し
たり、予習をしたことで学びが深
まった。２つ目、人に助けを求める
ことの心地よさを感じることができ
た

チームワクワク
ドリームダイアリー

第3部 「修了証書授与式」

第3部は「修了証書授与式」が行われました。各ゼミ担任による名前の
読み上げのもと、ゼミリーダーが代表して管理職養成学校・垣内学校長
より修了証書が授与され、24名全員が修了の日を迎えました。
垣内学校長からは、「仲間として修了する姿を見ることができて嬉し

い。私たちは民主的な法人の福祉実践・経営の砦であり、権利としての
福祉を地域社会で実践してほしい」との祝辞が贈られました。

アフターフォロー企画

受講生代表として、みなと福祉会 村田明子さんが「不安の中でのスタートだったが、仲間がい
たから卒業できた」と学びを振り返りました。
閉会にあたり、全国会議須田英男理事より、「不安や恐怖に向き合う日が来たなら、今日を思

い出してほしい」との言葉が贈られ、式は締めくくられました。

第5期管理職養成学校24名の受講生の皆さん、半年間本当にお疲れ様でした。送り出してくだ
さった各法人の皆さま、講師の先生方に心より感謝申し上げます。

続いて、社会福祉経営全国会議 茨木会長の式辞、送り出し法人を代
表してアイアイハウス理事 粟津浩一氏より、「本日のプレゼンやゼミ
発表には、養成学校での学びのすべてが凝縮されていた。24名の卒業生
の皆さんが、何物にも代えがたい仲間と共に、この要求運動を前に進め
ていってほしい」と、期待を込めたお祝いの言葉が贈られました。
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